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	課題解決に向けた行動計画���2023年度 �第3回地域緩和ケア連携調整員研修 (ベーシックコース)�
	　　市立八幡浜総合病院
	①地域の課題

・家に帰りたいが、社会資源が乏しく、本人家族の希望通りに在宅へ帰ることが難しい。
（特に大島・三崎地区）
大島地区には大島診療所しかなく、医師は週２回(火・木曜日の半日)、看護師は月～金曜日、薬剤師はいない。
交通手段は船のみ。高齢化率は70％。
三崎地区は串診療所と門田医院のみ。
訪問看護師は八幡浜市から通っている。

	②どのような地域を目指すのか

・最期まで希望する地域で暮らせる街づくり。
	③課題ごとに取り組むべきことは何か

・限られた社会資源の明確化
・この課題に取り組むキーパーソンの明確化
・同じ目標を持って、他職種で連携する場作り

	④具体的な行動計画⑤実施時期
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